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P09a 大質量星形成領域NGC6334V
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NGC6334V は 大質量星形成領域である NGC6334の最も南西側に位置し、複数の赤外線源が分子雲に埋もれ
ている領域である（距離は 1.7kpc）。この領域にはアウトフローと双極赤外星雲が見つかっているが、その励起
源の特定には決着がついていない。偏光観測も過去に行われているが、複数の赤外線源が密集しているため結論
には至っていない。一般的に、遠方にある星形成領域の観測には高解像度が不可欠であるが、過去のNGC6334V
領域の偏光観測（Chrysostomou et al. 1994; Nakagawa et al. 1990など）では解像度が 1′′以上であり、撮像観
測も同程度の解像度にとどまっていた。
そこで、我々は、すばる望遠鏡と赤外線カメラ CIAOを用いてH,Kバンドにおける偏光観測、および、Ls, M
バンドにおける撮像観測を行った。得られた解像度はKバンドでおよそ 0.3′′であった。本講演では、これらの結
果で得られた本領域の高解像度画像を示し、NGC6334Vの反射星雲の詳細とその励起源についての考察と議論を
行う。


